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１ 食品、添加物等の規格基準の一部を改正する件等について 

7月14日、厚生労働省は大臣官房生活衛生・食品安全審議官名をもって各都道府県知事

宛標記通知を出した。これは、同日告示された農薬の残留基準値改正内容の運用等を示す

とともに「食品、添加物等の規格基準の一部を改正する件及び食品衛生法第11条第３項

の規定より人の健康を損なうおそれのないことが明らかであるものとして厚生労働大臣が

定める物質の一部を改正する件について」（平成31年１月22日付け生食発0122第１号）

の記載内容の一部を改正したもので、その主な内容は次のとおり。 

「残留基準値欄が空欄になっている食品及び表中にない食品については、一律基準

（0.01ppm）が適用される。ただし、残留基準値が定められていない農産物に含まれるジ

ベレリン（注 植物ホルモン）については、規格基準告示第１ 食品の部Ａ 食品一般の成

分規格の８項に規定する「自然に食品に含まれる物質と同一であるとき」に該当するため、

同８項に規定する「当該食品において当該物質が含まれる量は、当該食品に当該物質が通

常含まれる量を超えてはならない」が適用される。 

天然由来のジベレリンは従来0.2ppm以下含有するとしていたものを今回0.3ppm以下に

改める。 

残留基準値が定められていない農産物については、食品中のジベレリンの残留濃度が

0.3ppmを超えた場合以外は、食品衛生法に基づく行政処分又は行政指導を行う必要はな

い。 
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